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本
市
と
学
校
法
人
高
梁
学
園
、

高
梁
商
工
会
議
所
は
６
月　

日
、

３０

高
梁
総
合
文
化
会
館
で
、
包
括
的

な
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
調
印
式
は
、
関
係
者
約　

人
５０

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
高
梁
学
園
・
加
計
美

也
子
理
事
長
、高
梁
商
工
会
議
所
・

谷
本
明
久
会
頭
、
秋
岡
市
長
の
３

人
が
調
印
書
に
署
名
、
押
印
を
行

い
、
最
後
に
、
高
梁
市
議
会
・
安

原
議
長
が
立
会
人
と
し
て
署
名
を

行
い
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
目
的

　

こ
の
協
定
は
、
高
梁
学
園
、
高

梁
商
工
会
議
所
、
高
梁
市
が
包
括

的
な
連
携
に
よ
り
、
福
祉
、
教
育
、

文
化
、
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
等
の

分
野
に
お
い
て
相
互
に
協
力
し
、

地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締

結
し
た
も
の
で
す
。

連
携
協
力
事
項

今
後
、
連
携
協
力
す
る
事
項
は
、

次
の
５
つ
の
分
野
で
す
。

�
人
材
育
成
の
た
め
の
連
携

　

市
内
で
の
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
（
学
生
が
企
業
等
で
短
期
間

業
務
を
体
験
す
る
こ
と
）
の
受
け

入
れ
、
市
職
員
と
大
学
職
員
の
交

流
な
ど

�
ま
ち
づ
く
の
た
め
の
連
携

　

各
種
審
議
会
等
へ
の
教
職
員
・

学
生
の
参
画
、
地
域
振
興
・
市
民

活
動
で
の
連
携
・
協
力
な
ど

�
福
祉
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
発
展
の
た
め
の
連
携

　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
、

生
涯
学
習
の
推
進
、
歴
史
的
遺
産

等
の
調
査
研
究
、
サ
ッ
カ
ー
・
野

球
等
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど

�
産
業
振
興
の
た
め
の
連
携　
　

　

観
光
事
業
や
商
店
街
の
活
性

化
、
市
内
企
業
・
経
営
者
等
へ
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

�
そ
の
他
高
梁
学
園
、
高
梁
商
工

会
議
所
、
高
梁
市
が
協
議
し
必
要

と
認
め
る
連
携

協
定
締
結
に
至
る
経
過

　

昭
和　

年
、
高
梁
学
園
は
順
正

４２

短
期
大
学
、
順
正
高
等
看
護
専
門

学
校
を
開
設
。

　

昭
和　

年
に
は
、
４
年
制
大
学

６１

の
新
設
等
に
つ
い
て
本
市
と
高
梁

学
園
は
、
基
本
協
定
を
締
結
し
、

平
成
２
年
に
、
高
梁
学
園
は
吉
備

国
際
大
学
を
開
設
し
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
順
正
短
期
大
学
・
順
正

高
等
看
護
専
門
学
校
の
教
職
員
・

学
生
数
を
含
め
る
と
約
５
０
０
０

人
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
地
域
の
教
育
文
化
の

向
上
と
市
勢
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

連
携
協
力
に
期
待

　

新
高
梁
市
と
し
て
市
域
の
一
体

化
を
図
り
、
市
勢
振
興
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
産
学
官
の
連
携
、

協
力
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
協
定
締
結

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
産
学
官
の
連

携
協
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
係

（
�
�
０
２
０
９
）

　

今
回
の
協
定
締
結
を
記
念
し

て
、
全
日
空
会
長
の
大
橋
洋
治

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
午

後
か
ら
同
会
館
大
ホ
ー
ル
で
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

大
橋
会
長
は
、
高
梁
で
の
な

つ
か
し
い
思
い
出
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
の

時
代
が
来
る
こ
と
、
そ
の
中

で
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
行

動
を
と
る
べ
き
か
。
ま
た
、
高

梁
市
の
発
展
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
、

内
容
が
豊
富
で
非
常
に
興
味
深

い
講
演
で
し
た
。

　

大
橋
会
長
に
は
高
梁
市
政
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
後
の
会
長
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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市
政
へ
の
提
案
は
が
き�
市
政
へ
の
提
案
は
が
き�か
ら�

　

市
民
参
加
の
防
犯
活
動
に
つ
い

て
は
、
今
年
３
月
に
高
梁
防
犯
連

合
会
が
主
催
す
る
「
健
全
育
成
講

演
会
（
テ
ー
マ
「
防
犯
」）」
に
市

が
共
催
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、　

余
人
の
市
民
の
方
々
で
組

９０

織
す
る
「
補
導
委
員
会
」
が
従
来

か
ら
補
導
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
７
月
に
は
「
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
備
中
高
梁
支

部
」、
９
月
に
は
「
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」、

今
年
２
月
に
は
「
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
隊
」
が
発
足

し
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
活
動
は
全
市
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
連
携
を
深
め
、
よ
り

効
果
の
あ
る
活
動
と
な
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
や
ご
意

見
に
耳
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
地
域
振

興
係
（
�
�
０
２
５
４
）

　

現
在
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被

害
防
止
の
た
め
、
広
報
紙
等
で
注

意
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
電
話
機

に
貼
れ
る
シ
ー
ル
を
、
希
望
者
ま

た
は
地
域
の
老
人
会
や
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
啓
発
活
動
を
行
っ
た

際
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
全
戸
に
配
布
で
き
る
よ

う
な
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成
を
検
討

し
、
よ
り
効
果
的
な
被
害
防
止
活

動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
地
域
振

興
係
（
�
�
０
２
５
４
）

　

市
は
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い

ま
す
。口
座
振
替
に
変
更
す
る
と
納

税
貯
蓄
組
合
長
へ
送
る
集
金
一
覧

表
に
も
税
額
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
期
日
に
合
わ
せ
て
指
定
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し

さ
れ
る
の
で
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
、納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
、
次
の
金

融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。（
中

国
銀
行
・
ト
マ
ト
銀
行
・
備
北
信

用
金
庫
・
び
ほ
く
農
協
・
岡
山
西

農
協
芳
井
支
店
・
郵
便
局
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
税
係

（
�
�
０
２
１
５
）

　

現
在
、
休
日
に
お
け
る
救
急
医

療
体
制
は
、
医
師
会
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
休
日
、
夜

間
の
小
児
救
急
医
療
体
制
は
確
立

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

休
日
、
夜
間
の
小
児
救
急
医
療

体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
小

児
科
医
師
の
確
保
等
の
課
題
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
県
と
医
師

会
の
支
援
を
い
た
だ
き
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
熱
等
の
軽
症
救
急
患

者
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」に
よ
る
診

察
を
夜
間
に
お
い
て
も
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
岡
山
県
で
は
昨
年
７

月
よ
り
休
日
、
夜
間
に
小
児
科
医

師
が
小
児
救
急
患
者
の
不
安
や
症

状
へ
の
対
応
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
る「
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

事
業（
�
０
８
６
�
２
７
２
�
９
３

９
３
）」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
第

１
係
（
�
�
０
２
６
７
）

企
画
課
公
聴
広
報
係　

�
�
０
２
１
０

　

市
政
へ
の
提
案
は
が
き
の
中
か
ら
、主
な
提
案

や
意
見
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。
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